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TELC Ultimo修了後の進路決定に向けて、今年7月にTAFE本科への進学を希望している学生を対象にTAFEのコースやキャン

パス説明会およびキャンパスツアーを実施しています。来年2月にTAFE本科に入学する学生は、9月末までに進路を決定す

る必要があります。日ごろから自分の進路についてよく考え、後悔のないように進路を決定して欲しいと思います。 

進路模索 

Vivid Sydney 

15期生便り 

卒業生体験談 

看護コースは、コース定員に達する時期が他のコースと比べて例年早いため、来年2月に看護コースへの進学を検討してい

る15期生向けに、BGCA卒業生からビデオ通話で直接看護コースの体験談を聞く機会を設けました。 

 ＜UTS Collegeについて＞ 

TELC卒業後、TAFE NSWの看護学コースを受講することも考

えていましたが、元々高かった同コースの英語の入学条件

が入学数ヶ月前に更に厳しくなったため、UTS Collegeの

ファウンデーションコースを受講することに決めました。

クラスメートは、ITコースなど看護コース以外に進学予定

の学生もおり、全員で20人くらいで、中国人や韓国人が多

かったです。皆、UTSの学士コースに進学するという同じ

目標があったので、切磋琢磨し合いながら、授業を受けて

いました。授業では、大学進学したときの課題やレポート

作成などで役立つように、学術的な英語、プレゼンテー

ションの作り方や発表の仕方、ExcelやPower Pointなどの

パソコン操作を学びました。 

＜大学について＞ 

UTSを選んだ理由は、他大学と比べて看護コースの施設が

充実していたことと、看護分野での世界ランキングが上位

に入っていたからです。また、留学生サポートも手厚く、
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課題やレポート提出前に相談したり、内容をチェックして

もらえるサービスもあります。 

1回生の1学期から、早速病院での実習があり、右も左も分

からないような状態で実習に行くので、特に最初は辛いこ

とも多かったです。しかし、指導役の看護師と一緒に患者

さんの対応をするので、とても実践的で、たくさんの経験

を積み重ねることができます。実習先では、ただ指示を待

つだけでなく、積極的に質問をしたり、意見を言ったり、

患者さんと交流するように心がけています。 

＜その他＞ 

大学2回生のときから、病院で看護助手としてアルバイト

も始めました。コロナ禍の今は、看護師のニーズが高く、

留学生でも看護助手として勤務できていることは、自分の

経験にもつながるので、良かったと思います。大学を卒業

して、英語の条件を達成できれば正看護師の資格を取れる

ので、頑張りたいと思います。 

 

＜看護学を学ぶことを決めた理由＞ 

父が看護師であること、人とコミュニケーションを取るの

が好きなこと、生物や化学が好きなことから、看護師を目

指したいと思いました。「国境なき医師団」で看護師とし

て働くのが夢で、それなら英語で看護学を学ぶことがよい

と考えました。 

＜TAFE本科について＞ 

まず、TAFE NSWの看護学コースの英語条件を達成するのに

苦労しました。TELC在学中の期間だけでは足りず、入学時

期をずらしてIELTSの勉強に取り組みました。クラスメー

トは、留学生の方が少なかったです。また、日本の看護学

校と比べると男性率は高い方だと思いますが、それでも半

数以上が女性でした。座学では、病理生態学、薬学、生物

学など、看護全般について幅広く学べたと思います。当時

はコース修了までに400時間以上実習をしないといけない

と決まっており、コース開始後、1ヶ月くらいで病院での

実習が始まりました。実習ではいろいろな病院や病棟を経

験し、たくさん苦労もしましたが、学ぶこともたくさんあ

Nursing 

りました。また、実習は、看護が本当にしたい仕事なのか

どうかを見極める機会にもなります。 

＜大学について＞ 

学費、オーストラリアの看護分野でのランキングが上位で

あること、最先端の設備が揃っていることから、UTSに決

めました。TAFE NSWで取得した単位を利用して2回生に編入

できたことで、学費の節約にもなりましたし、TAFEのとき

の実習経験が有利に感じることが多かったです。大学の 

2年間で、1,000時間程の実習をしたと思いますが、最後の

方は数人の患者さんを任されていました。実習先での勤務

態度などが評価されて、実習していた病院で准看護師とし

て勤務できたことは、貴重な経験になりました。 

＜仕事について＞ 

大学修了後すぐに新卒者向けの就職活動をしましたが、や

はりビザの観点からも就職先を探すのは難しかったです。

しかし、准看護師としての勤務経験を買われて、現在は正

看護師として訪問看護の仕事をしており、チームリーダー

を任されています。 

5月27日(金)から6月18日(土)までVivid Sydney 2022が開催されています。これは光と音とアイデアの祭典で、今年で12回

目を迎えますが、2020年と2021年は新型コロナウィルスの影響で中止となったため、3年ぶりの開催となります。期間中は

サーキュラーキーやダーリングハーバー、ロックスなどで光のアートやプロジェクトマッピングで彩られます。 

ボランティアスタッフとしてイベントに携わった学生たちもいました。 

↑マーケティングについて、SSOから説明を受ける学生たち 

↑先輩の話を聞く学生たち 

 

約1ヶ月半オーストラリアで生活をし

て、日本との違いに苦戦しながらも

順応し、自分自身少しずつ変わった

なと思うところが出てきました。留学をして楽しいと感じ

ているのは、日々の授業や休憩の際に他国の留学生たちと

話している時間です。英語学校には、年齢関係なく様々な

国からいろんな人が来ています。話の中で、文化や考え方

の違いなどを感じ取れる瞬間がとても楽しく、留学に来て

いる実感がわきます。スペイン語や、モンゴル語を友だち

に教えてもらったりと、英語以外の言語に触れられるのも

英語学校ならではだと思います。何でもないような1日で

も得られる情報量が日本と比較にならないほど多いので、

とても刺激的な毎日を過ごしています。今のところ辛いと

感じたこともなく楽しく生活できており、これからも持ち

前のポジティブ精神で乗り切っていこうと思います。時間

に厳しかった自分が、シドニーに来てからは友だちが集合

時間に遅れても何とも思わなくなり、少し寛容になった気

がします。日本とは違って、皆がはっきり主張してくる環

境のため、自分に合っていて楽しいです。 

将来はアメリカのナイキで働きたいので、TAFEではビジネ

スを専攻し、夢に向けた勉強をコツコツとしていきます。

この留学を通して自立できるように頑張ります。  

↑入学手続きについて、SSOから説明を受ける学生 

【キャンパスツアー】 

キャンパスツアーでは、コース主任や実際に現在コースを受講している学生から話を聞いたり、施設を見せてもらった

りして、情報収集をしました。 

↑St Leonardsキャンパスの映像メディ

アコースで使用するスタジオ施設 

ハーバーブリッジやオペラハウス、歴史的建造物のCustoms Houseなどは、 

特に人気の高いスポットです。 

↑Northern Beachesキャンパス ↑Rydeキャンパス 

第1回進学説明会 

6月15日(水)に、第1回進学説明会を行い、オーストラリア国内での大学進学、TAFE NSW以外の教育機関への進学などにつ

いて概要を説明しました。 

↑クラスメートと一緒に出かけました。 ↑ランゲージエクスチェンジパートナーと出かけました。 


